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介助中の転倒事故の対応で家族から執拗な抗議が

介助中の事故で介助方法をチェックするのは当然

■「もっと注意して介助を行う」という再発防止策
Ｈさんは、移動は車椅子全介助の利用者です。Ｈさんは、体重が重い上に最近下肢筋力が低下してきて

いるため、移乗介助には注意が必要です。ある朝、介護職員が離床介助でＨさんをベッドから車椅子に移
乗しようと、身体を抱え上げ車椅子へと運びました。すると、Ｈさんの健側の足の力がガクッと抜けてふらつ
き、Ｈさんを転倒させてしまいました。幸いケガはありませんでしたが、家族に謝罪し再発防止策について説
明することになりました。
施設長とリーダーでＨさんの娘さんに面談し、次のように説明しました。「介護職員によれば、Ｈさんの脚力
が弱っているので慎重に介助していたが、急にふらついたので対応できなかったそうです。今後はふらつい
ても支えられるように、ゆっくり慎重に車椅子に移乗することを申し合わせました」と。ところが、娘さんは「介
助している時は慎重に動作するのは当たり前。そのやり方が問題なんじゃないの？説明になっていないわ。
どんな方法で介助しているのか見せて欲しい」と納得していただけませんでした。結局、転倒させた職員が
Ｈさんを移乗するところを、娘さんがチェックすることになりました。

■介助中の事故は責任が重い

「移乗介助中に利用者を転倒させた」「衣服の着脱時に骨折させた」など、介助中に

起こる事故では過失を否定することが困難です。なぜなら、介護職員が利用者の動作
を全て支配している状態で、利用者は安全を職員に委ねているからです。そのため、介
助中の事故は他の事故とは区別して、具体的な再発防止策の説明が必要なのです。で
は、どのように具体的に説明したら良いでしょうか？

■無理な動作が多い従来の介助方法

介助中に事故が起こると、事故原因は介護職員員の不注意など精神面の原因ばかり問題にされます。
しかし、主に次の２つの原因で事故が発生すると考えられるため、重点的に２つの原因をチェックしなけ
ればなりません。すなわち「介護方法が適切か？」「介助環境が適切か？」の２点です。
〇「介助方法が適切か？」

介護現場では無理な介助動作をしている介護職員がたくさんいます。トランスにおいても、利用者を吊
り上げている光景を良く目にします。この介助方法は介護職員の腰の負担が大きく無理があり、多くの事
故につながっています。介助動作の方法は現在見直しが進んでおり、「ノーリフト」など、この数年で大きく
変わってきました。従来の介助動作は利用者に無理な姿勢や無理な動作をさせているため、事故の危険
が高いと同時に介護職員の負担も大きくなるからです。
〇介助環境が適切か？

移乗介助であれば、ベッドの高さや介助バー、車イスなどの福祉用具や設備が適切かどうかということ
です。移乗介助の動作に入る時にベッドが高すぎれば、利用者の足は床に着かず、ずり落ちの原因やふ
らつきの原因になります。また、体重の重い利用者であれば、トランス介助の時につかまってもらう介助
バーが１本あるだけで動作が安定します。

介護職員は介助動作は全て自分の力だけで行なうものだと考えている人もいますが、介助する時に
「安全に介助するための補助用具」をきちんと使うという事も、本当の介護のプロとして検討する必要があ
ります。
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